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将棋

愛川町

俳句

湯河原町

ゴルフ

箱根町

パークゴルフ

開成町

山北町

マラソン

ペタンク

大井町

軟式野球

中井町

サーフィン

大磯町

綾瀬市

ターゲット・バードゴルフ

インディアカ
ソフトテニス

南足柄市

座間市

ラグビーフットボール

海老名市

伊勢原市
剣道

ウォークラリー
大和市

太極拳

ラグビーフットボール
健康マージャン

厚木市

弓道
軟式野球

秦野市

サーフィン

茅ヶ崎市
グラウンド・ゴルフ

ソフトボール
ソフトテニス

小田原市

ゲートボール
ソフトバレーボール

藤沢市

鎌倉市

スポーツチャンバラ

スポーツウエルネス吹矢
囲碁

平塚市

卓球

横須賀市
オリエンテーリング

真鶴町

水泳
バウンドテニス

相模原市

なぎなた

軟式野球
ダンススポーツ

川崎市

テニス
サッカー

横浜市
 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は

　

全
国
健
康
福
祉
祭
（
愛�

称
：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
は
、

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
、
健
康
と
福

祉
の
総
合
的
な
祭
典
で
す
。

　

今
年
の
第
34
回
大
会
は
、

県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
相

模
原
市
等
の
主
催
で
県
内
で

32
種
目
が
開
催
さ
れ
全
国
か

ら
１
万
人
以
上
の
選
手
が
参

加
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
初
開
催
と
な
る
サ
ー
フ
ィ

ン
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
が

行
わ
れ
ま
す
。

 

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
日
程

開
始
式

▼
と
き　
11
月
12
日
（
土
）
７
時
～

▼
と
こ
ろ　
北
浜
海
岸
津
波
避
難
タ
ワ
ー

交
流
試
合

▼
と
き

　
11
月
12
日
（
土
）　
８
時
～

　
11
月
13
日
（
日
）　
７
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　
北
浜
海
岸

表
彰
式　

▼
と
き

　
11
月
13
日
（
日
）　
15
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　
北
浜
海
岸
津
波
避
難
タ
ワ
ー

▼
そ
の
他　
ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
ｙ
ａ（
桜
や
）

　
キ
ッ
ズ
の
ダ
ン
ス
発
表
が
あ
り
ま
す
。

　
交
流
試
合
・
表
彰
式
は
ど
な
た
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

※�

波
が
な
い
場
合
は
14
日
（
月
）
に
延
期

し
て
行
い
ま
す
。

 

未
病
改
善
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
教
室
」

　
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
は
脳
と
身
体
の
機
能
を

効
果
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
運
動
で
す
。
当
日
は
時
間
内
に
ご
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
運
動

　
海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に
き

れ
い
な
海
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
11
月
12
日
（
土
）
16
時
〜

　
　
　
　
11
月
13
日
（
日
）
15
時
～

▼
と
こ
ろ　
北
浜
海
岸

ねんりんピック
かながわ2022開催
11月12日（土）～15日（火）

シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
出
場

阿
部
川　
芳
夫
さ
ん
（
73
歳
）

　
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
ド
ミ
ン
ゴ

店
主
。
50
年
を
超
え
る
サ
ー
フ
ィ
ン
歴

の
な
か
で
、
国
内
外
の
大
会
で
優
勝
経

験
も
あ
り
、
毎
年
ハ
ワ
イ
に
も
行
く
、

ま
さ
に
サ
ー
フ
ィ
ン
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
19
歳
の
と
き
、
進
駐
軍
が
持
ち
込
ん

だ
サ
ー
フ
ィ
ン
を
一
目
見
た
の
が
き
っ

か
け
で
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

サ
ー
フ
ィ
ン
の
魅
力
は
？

　
思
っ
た
よ
う
に
波
に
乗
れ
た
と
き
の

達
成
感
。
海
か
ら
上
が
っ
た
と
き
の
爽

快
感
。
海
は
誰
に
で
も
平
等
に
自
然
の

恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
最
近

は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
や
り
た
く
て
大
磯

に
移
住
し
て
く
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
茅
ケ
崎
市
で
開
催
す
る
ロ
ン
グ
ボ
ー

ド
競
技
に
は
山
口
徳
好
さ
ん
（
65
歳
）

が
出
場
し
ま
す
。
師
匠
で
あ
る
阿
部
川

さ
ん
と
と
も
に
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
め
ざ

し
ま
す
。
頑
張
れ
大
磯
町
！

大
磯
北
浜
海
岸
の
魅
力
は
？

　
相
模
湾
の
中
央
に
あ
っ
て
波
が
ぶ
つ

か
り
あ
う
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
で
最
初

に
サ
ー
フ
ィ
ン
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
の

１
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
へ
の
意
気
込
み

は
？

　

一
回
で
も
多
く
勝
ち
た
い
で
す
が
、

ま
ず
は
波
を
楽
し
み
た
い
で
す
。
サ
ー

フ
ィ
ン
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
で
は
、

私
が
最
高
齢
の
出
場
者
と
聞
き
ま
し
た
。

元
気
な
姿
を
見
せ
て
会
場
を
魅
了
し
た

い
で
す
。

ぜ
ひ
！
体
験
し
て
み
て

　
子
ど
も
か
ら
女
性
、
高
齢
者
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
大
き

な
自
然
を
相
手
に
ス
ト
レ
ス
発
散
、
心

の
健
康
に
も
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

 

サ
ー
フ
ィ
ン
Ｑ
＆
Ａ

〇
サ
ー
フ
ィ
ン
の
大
会
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
？

　
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
の
大
会
が
全
国

で
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

世
界
大
会
も
あ
り
ま
す
。
今
年
で
34
回
目

と
な
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
は
サ
ー
フ
ィ

ン
は
初
開
催
種
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
の

違
い
は
？

【
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
長
さ
】

シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド

　
特
に
大
き
さ
や
形
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
通
常
９
フ
ィ
ー
ト
（
約
２
７
４
㎝
）

未
満
の
サ
イ
ズ
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
は
シ
ョ�

ー
ト
ボ
ー
ド
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

ロ
ン
グ
ボ
ー
ド

　

９
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
も
の
。
長
い
も

の
に
な
る
と
11
フ
ィ
ー
ト
も
あ
り
、
約

３
３
５
㎝
に
も
お
よ
び
ま
す
。

【
技
の
違
い
】

　

ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
は
流
れ
重
視
で
、

シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
技

が
繰
り
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
日
の
波
を
み

て
、
使
い
分
け
す
る
サ
ー
フ
ァ
ー
も
い
る

と
か
！

　
同
日
に
茅
ケ
崎
市
茅
ヶ
崎
海
岸
で
は
ロ

ン
グ
ボ
ー
ド
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

〇
ど
う
や
っ
て
勝
敗
を
決
め
る
の
？

　
４
人
ず
つ
海
に
入
り
、
波
を
と
ら
え
て

演
技
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
や
流
れ
、
タ
ー

ン
、
積
極
性
な
ど
か
ら
ジ
ャ
ッ
ジ
が
点
数

を
付
け
ま
す
。
国
際
ル
ー
ル
に
則
り
、
４

人
の
う
ち
上
位
２
人
が
勝
ち
進
み
ま
す

が
、
３
、４
位
の
人
に
も
リ
パ
チ
ャ
ー
ジ

と
い
っ
て
敗
者
復
活
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。

〇�

大
磯
北
浜
海
岸
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の

サ
ー
フ
ァ
ー
が
い
る
の
？

　
普
段
は
２
０
０
人
く
ら
い
の
サ
ー
フ
ァ�

ー
が
海
岸
の
波
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
北

浜
海
岸
は
波
に
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
サ
イ
ズ

が
上
が
る
と
力
強
い
ブ
レ
イ
ク
が
期
待
で

き
る
エ
リ
ア
で
す
。
湘
南
エ
リ
ア
に
は
珍

し
い
南
西
風
に
強
い
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り

ま
す
。

　
毎
年
８
月
の
第
1
日
曜
日
に
は
「
大
磯

サ
ー
フ
ィ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

駐
車
場
の
利
用
制
限
に
つ
い
て

　
大
会
期
間
中
、
大
磯
港
第
一
駐
車
場
は

大
会
参
加
者
及
び
関
係
者
の
専
用
駐
車
場

と
な
り
ま
す
。
一
般
の
方
は
第
二
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
２
４

サーフィン競技の出場者を紹介します
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美化センターフェア2022 を開催します!
11月20日（日）９:30～13:00　美化センター（大磯町虫窪66）ほか

　リサイクルセンターを町民の皆さんに見学していただき、収集されたごみの処理や選別方法、
し尿の処理の流れを知り、ごみの分別や資源化、環境への興味を深めていただく機会として、
美化センターフェアを開催します。

施設見学会
　リサイクルセンター・し尿処理施設の見学会を
開催します。普段見ることができないところも案
内します。施設見学をして、ごみやし尿の処理の
仕組みを学びましょう。

ごみの掘り出し市
　使えるようなものがごみとして出されています。
　少し手を入れればまだまだ使えます。家具や雑
貨を安価で販売します。
　なくなり次第終了！

　みんなで「SDGs」や「エコ」について勉強しながら、自分だ
けの“お気に入り”タンブラーを作って使い捨てをやめよう！

▶場所　リサイクルセンター １階見学者ホール
▶時間　①10：00～　②11：00～　③12：00～ (各回１時間程度)
▶定員　各回につき親子５組程度(先着順)
▶申込　�11月１日（火）から電話で受け付けます。 

（土・日・祝日を除く）
▶その他　�１組３人以上でもご参加いただけますが、３人目以降の

方はマイバッグ作成になります。
問・申環境課　☎（72）4438

キックターゲット
　㈱湘南ベルマーレとのコラボによるキック
ターゲットを開催するよ！参加賞もあるよ！
※選手は来ません

パネル・生ごみ処理容器等の展示
　ごみの減量化・資源化について
一緒に学ぼう！

▶場所
リサイクルセンター 
３階見学者ホール
▶展示物
○�ごみの減量化・資源化に関する

ポスターなど
○�電動生ごみ処理機や生ごみ処理

容器の実物展示
○�コンポスターやミラコンポの展

示販売

エネルギー講演会
「気候変動とエネルギーとのつき合い方」
　近年の異常気象から、人間のほか動植物全体の生命が脅かさ
れています。地球温暖化に対して私たちができることを一緒に
考えてみませんか？
▶講師　小澤  はる奈  氏
　　　　NPO法人環境自治体会議環境政策研究所  理事長
　　　　持続可能な地域創造ネットワーク事務局
▶時間　10：30～12：00
▶場所　リサイクルセンター３階研修室
▶定員　40人（申込制）
▶申込　11月１日（火）から電話にて
　　　　受け付けます。(土・日・祝日を除く)
▶費用　無料
問・申環境課　☎（72）4438

「地域猫活動」をご存知ですか？
～「地域猫」ってなあに～

　地域猫活動とは、野良猫（飼い主のいな
い猫）を減らすための活動です。
野良猫に対して「可哀想だからご飯をあげ
る」人がいる一方で「迷惑に感じている」
人もいます。地域の問題として野良猫の数
を減らしていく、これが地域猫活動です。
当日は、猫の詳しい生態や、会の活動につ
いて紹介します。
▶場所
リサイクルセンター正面
▶主催
おおいそ地域猫の会

フードドライブ
　食品ロスを削減するため、家庭で
使い切れない食品をお持ちください。
▶場所
リサイクルセンター地下１階入口すぐ
▶募集食品
○�お菓子（幼児用から大人用まで）
○�飲料（粉末飲料可）� など
▶受入要件
○�受入時点から賞味期限の到来まで

２か月以上の期間があるもの
○市販の商品であるもの
○包装が未開封であるもの
○常温保存が利くもの ほかにも楽しいイベント盛りだくさん！　いそべぇも待ってるよ～

・缶バッジを作ろう　写真やイラストでオリジナル缶バッジを作ろう
・スタンプラリー　イベントを回ってスタンプを集めて記念品をゲットしよう

愛玩動物などへの献花式
　家庭で飼育されていて亡くなったペットの供養のため、
動物慰霊碑への献花式を行います。
▶と　き　11月20日（日）９：00～９：15
▶ところ　美化センター内動物慰霊碑前

大型車両試乗・撮影会、はたらく車見学会
　リサイクルセンターから可燃ごみを運搬する大型車両
を展示します。試乗や写真撮影もできます（カメラはお
持ちください）。
　また、ごみ収集車や
フォークリフトなど、ご
み処理で使用する車両の
実演なども行います。

３年ぶり
開催!

みんなに

会えるのを

待ってるべぇ!

問美化センター・環境課　☎(72)4438　　　イベントについては、予告なく変更となる場合があります。

プラごみ削減！マイタンブラーを作ろう!!

イベント当日は、

ウォーターサーバーを

設置しています。

みんなもマイボトルを

持っていこう！

古 本 市

　皆さんから図書館に寄贈され
た本や除籍本を自由に持ち帰り
できる古本市を行います。一緒
にリユースについて考えよう！
▶場所
リサイクルセンター 
３階見学者ホール
▶その他
　本を持ち帰る袋を持参してく
ださい。
　転売など営利を目的とする人
の入場はお断りします。

図書館まつりの
人気イベント
出張版!!

間伐材由来の
植物繊維が主原料
だから環境に
やさしい！

協力：ウォータースタンド（株）

氷が解けちゃうよ…
今から、なんとか
しなくちゃ！！



67 広報おおいそ　令和　年　月広報おおいそ　令和　年　月

　
夜
の
城
山
公
園
を
探
検
す
る
毎
年
大
人
気
の
夏
休
み

小
学
生
向
け
の
企
画
で
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

小
学
２
年
〜
６
年
生
の
即
席
チ
ー
ム
が
、
園
内
や
郷
土

資
料
館
の
地
下
収
蔵
庫
に
仕
掛
け
ら
れ
た
お
題
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
無
事
に
４
チ
ー
ム
全
て
が
ク
リ
ア
し
て
ス
タ
ン
プ
を

コ
ン
プ
リ
ー
ト
！

　

子
ど
も
た
ち
の「
ま
た
絶
対
来
た
い
！
」と
い
う
声

が
私
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
！

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
０
２
２

　
毎
年
、
勤
労
感
謝
の
日
に
生

涯
学
習
館
で
行
わ
れ
る「
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
」で
は
、
ひ
も
ぎ
り

式
の
火
お
こ
し
を
体
験
し
て
い

ま
す
。
大
人
が
見
守
る
中
、
仲

間
と
協
力
し
て
、
火
を
起
こ
し

ま
す
。

　
小
さ
な
火
種
か
ら
煙
が
出
始

め
、
や
さ
し
く
息
を
吹
き
か
け

て
火
が
フ
ワ
ッ
と
燃
え
だ
す
と

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

　
屋
内
で
は
、
ア
ル
ミ
缶

で
ラ
ン
タ
ン
作
り
。

　
思
い
思
い
の
絵
に
明
か

り
を
灯
し
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　今年度、SNSチームが発足しました！Facebookで
イベント告知やリアルタイム情報をアップします。
　保護者必見の活動写真なども配信していく予定です。
　マイペースの配信になりますのでゆるくお付き合い
ください！ 詳しくは二次元バーコードから。

大磯町青少年指導員連絡協議会
会長　庄子　幸太　さん

　今回紹介した事業以外にも、県との連携や研
修会、町事業のお手伝いに参加しています。
　興味のある方は事務局までご相談ください。
問生涯学習課 生涯学習係
　☎︎0463（61）0255
　*gakusyu2@town.oiso.kanagawa.jp

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
２
０
２
１

成人式のお手伝い

Facebook公式アカウントがスタートしました。
活動にいいね！やフォローをお願いします！

青
少
年
指
導
員
の
活
動
紹
介

教えて
青少年指導員連絡協議会って

どんな活動しているの？

このコロナ禍で疲れているのは心が純粋な子
どもたち。地域の大人が、少し勇気を出し
てチャレンジしてみよう！と背中を押せば、
きっと弾ける笑顔を増やせる！そう信じて私
たち青少年指導員は活動しています！

私たちは「青少年のチャレンジ!!」を応援するボランティア団体です！
デイキャンプ
2022開催決定！
11月23日（水）
＊お楽しみに＊

　毎年、成人式実行委員会へオブザーバーとして
出席し、成人式のお手伝い
をしています。
　実行委員会の経験が、大
人としての「責任」を身につ
ける貴重な体験となるよう、
お手伝いしています。

大磯の子どもたちが、いきいきわくわくと楽しめる
活動を一緒に行いませんか。

　

青
少
年
指
導
員
は
、
県
と
町
か
ら
委
嘱
さ
れ
、「
大

磯
町
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
」を
組
織
し
て
い
ま

す
。
協
議
会
で
は
、
現
在
２
つ
の
自
主
事
業
と
、
町
が

実
施
す
る
事
業
の
お
手
伝
い
、
県
の
連
絡
協
議
会
や
研

修
な
ど
青
少
年
育
成
の
た
め
の
活
動
が
主
な
活
動
で
す
。

　
月
に
１
度
、
平
日
の
夜
に
定
例
会
を
開
催
。
定
例
会

で
は
、
８
月
の
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、

11
月
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
た
自
主
事
業
の
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
仕
事
な
ど
で
毎
回
定
例
会
に
参
加
で
き

な
い
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
や
、

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
で
情
報
の
共
有
を
し
な
が
ら
全
員
参

加
で
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
以
前
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
小
学
生
が
高
校
生
に
な
り
、
手
伝
い
に
参
加

し
て
く
れ
る
と
い
う
嬉
し
い
循
環
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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歳 出
125億
4,446万円

民生費
32.8%

土木費
17.5% 総務費

19.2%

衛生費
10.4%

教育費
7.4%

公債費
5.8% 消防費

  4.0%

その他
2.9%

　

歳 入
133億
6,815万円

　

0.9％0.9％
0.2％0.2％

10.6％

7.9％

地方譲与税・各種交付金
　9億4,330万円

町債　10億5,160万円

地方交付税
　14億1,740万円

国・県支出金
　33億4,934万円

その他
(諸収入、繰入金、繰越金など）
　16億751万円

分担金及び負担金
　3,144万円

使用料及び手数料
　1億1,677万円

町税　48億5,079万円

36.3％36.3％

25.1％25.1％

12.0％12.0％

7.0％7.0％

自主財

源
49
.4
％依
存
財
源
50

.6％

令和３年度 決算報告

令
和
３
年
度

決
算
報
告

問
財
政
課　
☎
内
線
２
１
６

●
歳
入

　
令
和
３
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、

１
３
３
億
６
，
８
１
５
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
１
４
億
１
１
９
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
の
収
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
に

つ
い
て
は
、
４
８
億
５
，
０
７
９
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億
２
，
４
９

４
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

要
因
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
町
民
税

の
減
や
、
評
価
替
え
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
国
庫
支
出
金
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
及
び
子
育
て
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
に
伴
う
給

付
金
の
支
給
な
ど
に
よ
る
増
加
は
あ

る
も
の
の
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付

事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
方
交
付
税
は
、
国
税

収
入
の
補
正
等
に
伴
い
普
通
交
付
税

が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
、
町

債
に
つ
い
て
も
、
明
治
記
念
大
磯
邸

園
整
備
事
業
費
や
臨
時
財
政
対
策
債

の
増
加
に
よ
り
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
の
影
響
を
受
け
、
町
税
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
自
主
財
源
の

確
保
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
活
用
で

き
る
国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
な
ど

の
依
存
財
源
に
つ
い
て
も
最
大
限
に

確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
決
算
概
要
の
報
告
】

●
歳
出

　
令
和
３
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、

１
２
５
億
４
，
４
４
６
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
１
６
億
７
９
８
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
と
し
て
は
、
普
通
建
設

事
業
費
が
明
治
記
念
大
磯
邸
園
整
備

に
係
る
事
業
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り

増
、
物
件
費
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
係
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど

の
備
品
購
入
費
の
減
少
は
あ
る
も
の

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
伴
う
委
託
料
な
ど
に

よ
り
増
、
維
持
補
修
費
は
、
大
雨
等

の
影
響
に
よ
る
復
旧
対
応
の
た
め
増
、

扶
助
費
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事

業
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
に
伴
う
給
付
金
の
支
給

に
よ
り
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
補
助
費
等
は
特
別
定
額
給
付
金

給
付
事
業
の
終
了
な
ど
に
伴
い
大
幅

な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
様
々
な
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、

第
五
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の

着
実
な
推
進
に
向
け
て
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
身
の
丈
に
合
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
安
定
し
た
財

政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

その他　3億5,947万円

公債費　7億3,292万円

消防費　5億307万円
【主な事業】

教育費　9億2,643万円
【主な事業】

総務費　24億1,249万円
【主な事業】

民生費　41億1,613万円
【主な事業】

衛生費　13億162万円
【主な事業】

土木費　21億9,233万円
【主な事業】

議会費 １億3,832万円
労働費 1,101万円
農林水産業費 9,416万円
商工費 9,909万円
その他（災害復旧費など） 1,689万円

借りたお金の返済 ７億3,292万円

消防専用無線維持管理事業 １，７１６万円
高規格救急車購入事業 ３，３８５万円

大磯町立小中学校空調設備借上事業 ４，０８５万円
要保護・準要保護児童生徒就学援助事業 １，２８１万円
特別支援教育就学奨励事業 １８１万円
コンピュータ教育推進事業 ３，２７７万円
小中学校施設整備事業 １，５１６万円
文化財保護事業 ３４５万円
図書館資料整備事業 １，４７８万円
旧吉田茂邸運営事務事業 １，００５万円
郷土資料館施設整備事業 ４，６０７万円

広報運営事務事業 １，７４０万円
町村情報システム共同運営事業 ７，６９６万円
新庁舎整備事業 ２，１２９万円
キャッシュレス収納導入事業 １１５万円
戸籍住民基本台帳運営事務事業 ３，１０４万円
地域会館等維持管理事業 １，２３５万円
防災設備維持管理事業 １，１３０万円
避難所トイレ整備事業 １，１５２万円

障害者医療費助成事業 １億３，９５９万円
自立支援給付事業 ５億７，５５６万円
地域生活支援等事業 ３，９１６万円
住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金給付事業 ２億４，４５１万円

小児医療費助成事業 ８，４４９万円
子ども・子育て支援新制度運営事業 ５億７，９３０万円
子育て世帯臨時特別給付金給付事業 ３億９，９７７万円
児童手当等支給事業 ４億 ８３６万円

母子保健事業 ６５９万円
救急医療事業 １，５９８万円
妊娠出産前支援事業 １，６７２万円
予防接種事業 ７，４９４万円
新型コロナウイルスワクチン接種事業 ３億３，６７６万円
美化推進事業 ４５９万円
ごみ処理広域化運営事業 ８，２２３万円
リサイクルセンター運営事務事業 １億５，０５５万円
し尿処理施設維持整備事業 ３，７４０万円

橋りょう長寿命化修繕事業 ７，９５７万円
道路ストック定期点検事業 ３，８９５万円
狭あい道路整備事業 ４，０４０万円
国府本郷西小磯１号線整備事業 ５，２４７万円
生沢月京１号線整備事業 １，７３１万円
都市交通推進事業 ２，４５０万円
公園トイレ改修事業 ２，０７１万円
明治記念大磯邸園整備事業 ９億１，５３６万円
ポートハウスてるがさき管理運営事業 １，５２０万円
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令和３年度　特別会計・企業会計  決算報告町の借金（町債）と貯金（基金）の推移

令和３年度「健全化判断比率」「資金不足比率」の状況は？～町の財政健全化指標～

　国民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業を合わせた歳出決算額は、合計７６億４，６１３万円で前年度に比べ
１億３，５７７万円増となっています。
　下水道事業会計は、収益的支出決算額は８億９，００７万円で前年度と比較して１，４２３万円の増、資本的支出決算額は
１５億９，１４１万円で前年度より５２４万円の増となっています。

　財政健全化指標とは、市町村の財政が健全に維持できているかをチェックするための基準です。国が定めた５つの
指標により、財政の悪化に応じて「早期健全化基準（イエローカード）」「財政再生基準（レッドカード）」が提示さ
れ、早期の財政悪化を発見・改善を行うことを目的としています。
　なお、町の指標は、健全な財政状況であることを表していますが、今後、人口減少や少子高齢化などの影響により、
町税の減少が予想されるため、健全化判断比率の数値にも注視して、財政運営に努めてまいります。

■�町の借金（町債）は令和３年
度末現在で、一般会計は前年
度より3億4,263万円増とな
りました。大規模な公共事業
が控えており、今後も増加が
見込まれています。下水道
事業会計も前年度より1億
5,402万円増となっており、
今後も下水道整備が続くため
増加が見込まれます。厳しい
財政状況ではありますが、将
来の負担をできる限り増やさ
ないことに努めてまいりま
す。

■�町の貯金（基金）は、令和３
年度末現在で、前年度より8
億1,946万円増の58億1,585万
円となっています。

●国民健康保険事業
　歳入減の主な要因は、被保険者数の減による国民健康保険税の減少や保険給付費の減少による県支出金の減などに
よるものです。被保険者数は、7,118人で、1人当たりの給付費は前年度より8,747円多い32万6,301円となっており、
歳入に占める保険税の割合は21.9％でした。
●後期高齢者医療
　歳入減の主な要因は、その他繰入金のうち定率市町村負担金の
減少によるものです。被保険者数は、前年度より165人多い5,962
人で、歳入に占める保険料の割合は55.3％でした。
●介護保険事業
　歳入増の主な要因は、介護給付費負担金の増に伴う国庫支出金
の増加や、保険給付費の増に伴う交付金の増加などによるもので
す。被保険者数は、前年度より4人多い11,138人で、要支援・要
介護認定者数は、前年度より10人多い1,867人でした。また、歳
入に占める保険料の割合は22.1％でした。
●下水道事業
　公共下水道整備区域面積10.7haの実施により、累計は497.33haとなっています。また、令和３年度末現在における
供用開始（下水道が使用できる）区域内の公共下水道接続率は、77.9％となりました。

令和３年度 決算報告

※特別会計とは・・・特定の収入を財源として行われるもので、一般会計とは区分して経理する会計
※企業会計とは・・・事業ごとに収益をあげて行われるもので、一般会計から独立して経理する会計

特別会計名 歳入決算額 歳出決算額 歳出決算額前年度比較

国民健康保険事業
国民健康保険に加入している人が、病気や
ケガをした場合に医療機関にかかるときの
医療費の給付などを行う事業

35億8,342万円 35億2,248万円

後期高齢者医療
75歳以上の高齢者と65歳～74歳までで一定
の障害のある方が医療機関にかかるときの
医療費の給付などを行う事業

10億2,965万円 10億1,717万円

介護保険事業
介護を社会全体で支え、必要な方に介護
サービスを提供し、全ての高齢者の方に介
護予防や生活支援を行う事業

33億 986万円 31億 648万円

企業会計名 収入決算額 支出決算額 支出決算額前年度比較

下水道事業
大雨による浸水や汚水により川
や海が汚れることなどから守る
ための下水道を整備する事業

収益的 9億8,692万円 8億9,007万円

資本的 12億9,611万円 15億9,141万円
※資本的収支の不足分は、留保資金などで補てんしています。

町の一般会計を家計簿にたとえると　～１世帯の年収を500万円とした場合～

120

80

60

40

20

100

0

（億円）

R3H29 H30 R1 R2

借金（一般会計） 借金（下水道会計） 貯金（基金）

36億4,607万円36億4,607万円
42億6,676万円42億6,676万円

49億9,639万円49億9,639万円
58億1,585万円58億1,585万円

77億7,666万円77億7,666万円

95億3,606万円95億3,606万円

82億6,385万円82億6,385万円

93億6,349万円93億6,349万円

81億9,136万円81億9,136万円

95億3,792万円95億3,792万円

85億3,399万円85億3,399万円

96億9,194万円96億9,194万円

33億8,190万円33億8,190万円

78億7,326万円78億7,326万円

94億5,582万円94億5,582万円

給料（町税）

家賃収入（財産収入など）

借入金（町債）

預金の取崩し（繰入金）

その他（繰越金など）

合計

181万円

214万円

21万円

39万円

22万円

23万円

500万円

36.3%

42.7%

4.1%

7.9%

4.4%

4.6%

100%

158万円

65万円

28万円

54万円

92万円

46万円

26万円

469万円

33.6%

13.8%

5.9%

11.6%

19.7%

9.8%

5.6%

100%

実家などからの援助
（交付税・交付金・国県補助金）

生活費（人件費・物件費）

子どもへの仕送り（繰出金）

ローン返済（公債費）

家の増改築など（普通建設事業費）

医療費・学費（扶助費）

預金（積立金）

税金・交際費・投資など（補助費など）

合計

収 入 支 出 構成比は
決算額の割合

比成構算決分区比成構算決分区

0

10

20

30

40

50

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

特別会計歳出決算額の推移（億円）

国民健康保険事業 介護保険事業後期高齢者医療国民健康保険事業 介護保険事業後期高齢者医療

各比率の説明
①実 質 赤 字 比 率：一般会計の赤字の大きさを示します。
②連結実質赤字比率：町の全ての会計の赤字の大きさを示します。
③実質公債費比率：�借入金の当該年度の返済額の大きさ（資金繰

りの程度）を示します。
④将 来 負 担 比 率：�今後支払わなければならないものの大きさを

示します。
⑤資 金 不 足 比 率：�各公営企業（町では下水道事業）の事業規模

に対する資金の不足額を示します。

財政健全化指標 大磯町 早期健全化
基　準

財政再生
基　準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率①
※赤字額ではない
ため、数字は表示
されません。

13.86% 20%

連結実質赤字比率②
※赤字額ではない
ため、数字は表示
されません。

18.86% 30%

実質公債費比率③ 4.8% 25% 35%

将来負担比率④ 20.8% 350%

資金不足比率⑤
※不足額が発生し
ないため、数字は
表示されません。

20% 80

82

84

86

88

90

92

94

96

H29

（％）

H30 R1 R2 R3

町の経常収支比率の推移

89.6% 89.2% 90.0%

87.6%

82.3%

【グラフから分かること！】
○�町税など毎年度経常的に収入される財源のうち、人
件費や扶助費のように毎年度経常的に支出される経
費に充当されたものが占める割合を表しています。
○�令和３年度は、地方消費税交付金や地方交付税の増
加などにより、経常的に収入される財源が増えた結
果、前年度より５．３％の減少となりました。
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コース周辺は混雑が予想されますので、他道路へ迂回してください。

●�大会当日の車、オートバイでの来場は禁止しています。大磯駅・二宮駅に多くの方の利用が見込まれ、駅周
辺は大変混雑が予想されます（６：30頃～８：30頃）。
　近隣の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力くださいますよう、よろしくお願いします。
　詳しい交通規制は、ホームページをご覧ください。
　https://www.shonan-kokusai.jp
　湘南国際マラソン事務局　☎（70）6667問

１月15日開催　駅伝大会出場チームを大募集

▶とき　令和５年１月15日（日）
　　　　開会式　８時20分
　　　　スタート　９時
▶参加資格
○地区チーム（同一地区在住者で中学生以上）
○�団体チーム（町在住・同一事業所在勤・同一学校
在学等の中学生以上）
▶締切　12月２日（金）

第69回　大磯一周駅伝大会
▶とき　令和５年１月15日（日）
　　　　開会式　11時10分
　　　　スタート　11時25分
▶締切　12月２日（金）
※参加チーム多数の場合は抽選（地区チームは優先）

詳細は町ホームページをご確認ください。

第10回　大磯小学生駅伝大会

第17回 湘南国際マラソン開催に伴う交通規制のお知らせ !

規制日時 12月４日（日）６:00頃～16:30頃

規制区間
予定時間

国道１号　大磯警察署前〜大磯プリンスホテル
６：00頃〜 16：30頃

国道１号　国府本郷〜西湘バイパス（大磯西ＩＣ）
西湘バイパス（西湘二宮ＩＣ）～国道134号（江の島入り口）間の上下線 ８：00頃〜 15：45頃
新湘南バイパス（茅ヶ崎西ＩＣ～茅ヶ崎海岸ＩＣ間）の下り線 ８：00頃〜 14：00頃

　スポーツ健康課　☎内線324問

【
投
票
日
】

　
11
月
27
日
（
日
）
７
時
～
20
時

【
開
票
日
時
・
場
所
】

　
11
月
27
日
（
日
）
20
時
45
分
～

　
大
磯
小
学
校
体
育
館

【
投
票
で
き
る
方
】

　
平
成
16
年
11
月
28
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、
令
和
４
年
８
月
21
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
大
磯
町
に
住
所
を

有
す
る
方
。

【
投
票
所
入
場
券
】

　
投
票
所
入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
で
世

帯
主
宛
て
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

載
っ
て
い
る
方
は
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
投
票
所
】

　
該
当
す
る
投
票
所
は
、
郵
送
さ
れ

た
「
投
票
所
入
場
券
」
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

※�

町
内
転
居
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券

で
指
定
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
】

　
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方

は
、
①
期
日
前
投
票
、
ま
た
は
②
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
予
定
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
で
き
る
場
所
、
期
間
及
び
時

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
役
場
本
庁
舎
４
階
第
１
会
議
室

　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
か
ら
11
月

26
日
（
土
）
ま
で
の
４
日
間

　
８
時
30
分
～
20
時

▼
国
府
支
所
２
階
第
１
・
２
会
議
室

　
11
月
25
日（
金
）と
11
月
26
日（
土
）

の
２
日
間

　
９
時
～
17
時

※�

投
票
で
き
る
期
間
・
時
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
役
場
本

庁
舎
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
不
在
者
投
票

◆
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
主
に
１・
２

級
）
等
を
お
持
ち
で
、
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
困
難
な
方
、
介
護
保
険
制

度
に
よ
る
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要

介
護
５
」
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
郵
便
等
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

◆
病
院
、
施
設
内
で
の
不
在
者
投
票

　
県
の
指
定
す
る
病
院
及
び
高
齢
者

施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
施
設
内
で
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
各
施
設
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
長
期
不
在
者
の
不
在
者
投
票

　
仕
事
等
で
町
内
を
離
れ
長
期
不
在

の
方
は
、
滞
在
先
の
市
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
手

続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
特
例
郵
便
等
投
票
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
宿
泊
・
自
宅
療
養
等
を
し
て
い

る
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

方
は
郵
便
等
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
公
報
】

　
選
挙
公
報
は
、
11
月
25
日
頃
に
各

紙
新
聞
の
朝
刊
に
折
込
み
を
予
定
し

て
い
る
ほ
か
、
次
の
場
所
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

町
役
場
（
本
庁
舎
・
国
府
支
所
）、

ふ
れ
あ
い
会
館
、
生
涯
学
習
館
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
等

　
な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
準

備
が
整
い
次
第
、
掲
載
し
ま
す
。

※�

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
方
や

希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
郵
送
し
ま

す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

申
出
く
だ
さ
い
。

【
投
・
開
票
速
報
】

　
投
票
及
び
開
票
の
状
況
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

●�

投
票
所
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

・�

マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

手
指
消
毒
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・�

投
票
所
入
口
等
に
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
を
設
置
し
ま
す
。

・��

投
票
所
係
員
は
マ
ス
ク
着
用
し
ま

す
。

・�

定
期
的
な
換
気
や
記
載
台
等
の
消

毒
を
行
い
ま
す
。

立
候
補
の
届
出
（
両
選
挙
と
も
）

▼
と
き　
11
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

▼
と
こ
ろ　
役
場
本
庁
舎

　
　
　
　
　
４
階
第
２
委
員
会
室

問
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
内
線
２
２
８

町長選挙・町議会議員補欠選挙
大磯町議会議員の欠員に伴い、町長選挙と同時に町議会議員補欠選挙が行われます

投票所内の新型コロナウイルス感染症対策を実施しますので、ご理解・ご協力をお願いします。

●サンキッズ国府

こゆるぎハイツ入口

● 
宝積院 

●こゆるぎハイツ

国道1号

中丸 
国道1号

旧道 

八坂神社 ● 
八坂神社 

西小磯
国道1号

至大磯喜楽園 
天神下 

大磯I.C.

菅原神社 
● 

小田原厚木道路 

●平塚学園
　グラウンド 

● 
馬場公園 

馬場公園 ●馬場老人憩の家

● 
城山
公園 国道1号

●図書館 

三沢橋

● 
大磯幼稚園 

郵便局● 
国道1号

大磯駅 

さざれ石● 
鴫立庵 

鴫立沢

● 
大磯町役場 

国道1号

第6投票所 中丸会舘 第5投票所 西小磯防災館 第4投票所 保健センター　
2階研修室　 第3投票所 ふれあい会舘  2階集会室

第 投票所 障害福祉センター
1階デイルーム 第910 投票所 虫窪老人憩の家 第7投票所 国府新宿福祉館

●防災倉庫 山王町 

山王町 
国道1号 

第2投票所 長者町老人憩の家 第1投票所 高麗区民会舘
高来神社 

● 

慶覚院 

高来神社入口

● 

花水 

国道1号

宮
二
至

塚
平
至

宮
二
至

塚
平
至

宮
二
至

塚
平
至

宮
二
至

塚
平
至

宮
二
至

塚
平
至

宮
二
至

塚
平
至

宮
二
至

塚
平
至 原

田
小
至

木
厚
至 宮

二
至

塚
平
至

至伊勢原 

●JA

●西郵便局 

国府小● 

第8投票所 国府支所  2階
第1・第2会議室

原
模
相　

線
磯
大

投票所一覧
（案内図）

※町ホームページでも確認できます。
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新型コロナウイルス
感染症情報

オミクロン株対応２価ワクチンの接種が始まっています（10月21日時点）
問スポーツ健康課（新型コロナウイルス感染症対策担当）　☎内線345

問・予約　ワクチン接種コールセンター
☎0120（616）245　全日９時～16時45分

オミクロン株対応２価ワクチンとは？
　従来株とオミクロン株の両方に対応した２価ワクチ
ンです。
　町では、個別接種はファイザー社製（12歳以上）を
使用します。また、集団接種はモデルナ社製（18歳以
上）のワクチンを使用しますが、なくなり次第、ファ
イザー社製（12歳以上）に切り替わりますので、予約
時にご確認ください。

効果：従来ワクチンよりも、オミクロン株に対する重
症化予防効果や、短い期間ではある可能性はあるもの
の、感染予防効果や発症予防効果がそれぞれ強いこと
が期待されています。

副反応：注射した部分の痛み、頭痛、疲労、発熱等が
ありますが、現時点で重大な懸念は認められないとさ
れています。

接種対象者について
　従来ワクチンを２回以上接種した12歳以上の方
で、前回接種から３か月以上経過したすべての方

接種券・予約方法について
　全ての対象者の方に、接種券を一律新規に個別
通知します。ただし、次の方は、接種券を廃棄し
てください。
・使っていない接種券（未使用）が手元にある方
・�すでにオミクロン株対応２価ワクチンを接種済
の方

　10月下旬から11月上旬を目安に、順次、接種券
一式（予診票・案内・ワクチン説明書）を個別に
発送しますので、接種券が届きましたら、ご予約
ください。

　集団接種は２会場（保健センター11月５日・６
日、国府小学校体育館10月29日、11月19日・20日）
にて実施します。インターネットまたはコールセ
ンターにて予約を受け付けています。

　個別接種は医療機関により予約開始時期や予約
方法が異なりますので、案内をご確認ください。
また、医療機関への問い合わせはご遠慮ください。

　令和５年１月以降に町役場で働くパート
タイム任用職員を募集します。
　仕事の内容や募集人数、勤務条件などは、
職種によって異なります。詳しくは町ホー
ムページか総務課の募集案内をご覧くださ
い。
▶募集職種　事務補助員
▶�受付期間　10月31日（月）〜11月11日（金）
までの８時30分～17時15分（正午～13時
を除く
※土・日曜日、祝日を除く
▶受付場所　総務課

　総務課　☎内線211問

▶計画名　大磯町環境基本計画（素案）
▶�概要　現行の環境基本計画は、令和４年度をもって計画期間
が満了となります。町では、脱炭素社会の実現や生物多様性
の保全等、環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推
進を図るため、令和５年度からの10年間を計画期間とする「大
磯町環境基本計画」の策定を進めています。このたび計画（素
案）がまとまりましたので町民の皆さんのご意見を募集しま
す。
▶募集期間　11月25日（金）～12月26日（月）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（役場本庁舎、
国府支所）、図書館本館、美化センター
▶�提出方法　持参、郵送（締切日当日の消印有効）、FAX、�
Eメール、電子申請
▶�その他　様式は問いません。氏名、住所、連絡先、「大磯町
環境基本計画の改定」に対する意見であることを明記してく
ださい。
　・申〒259-0103　大磯町虫窪66　環境課　
　　　☎（72）4438　FAX　（71）8467
　　　kankyo@town.oiso.kanagawa.jp

問

パートタイム会計年度任用職員を募集します パブリックコメントを募集します

最新情報　➡
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　昨年11月３日から旧大隈邸・陸奥邸の一部区域を開園し、
多くの皆さんにご来園いただきありがとうございます。
　この度、古河電気工業株式会社からご寄付をいただいた、
特別緑地保全地区部分（0.53ha）の整備が完成し、10月26
日（水）から開園区域を拡大しました。
　皆さんのご来園をお待ちしています。　
○休園日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
○入園料　無料

明治記念大磯邸園の
開園区域を拡大しました

※四阿（あずまや）は建築家 隈 研吾氏の設計です

紺
綬
褒
章
を
株
式
会
社
三
井
住
友
銀

行
が
受
章

　
５
月
28
日
付
け
で
株
式
会
社
三
井

住
友
銀
行
が
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ

れ
、
10
月
11
日
に
中
﨑
町
長
か
ら
褒

状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
同
行

は
、
明
治
記
念
大
磯
邸
園
の
事
業
用

地
と
し
て
旧
西
園
寺
公
望
別
邸
跡
・

旧
池
田
成
彬
邸
跡
の
敷
地
の
一
部

（
２
２
９
５・５
４
㎡
）
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念

し
ま
す
。

問
政
策
課　
☎
内
線
２
１
３

紺
綬
褒
章
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
10
月
２
日
（
日
）
に
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
「
海

の
見
え
る
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
湘
南
・
大

磯 

邸
園
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
80
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

講
演
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
た
直
後
か
ら
旧
吉
田
茂

邸
の
再
建
を
め
ざ
し
、
平
成
29
年
に
開
館
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
記
念
大
磯

邸
園
等
を
守
り
遺
す
だ
け
で
な
く
、
学
び
や
地

域
復
興
、
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組
み
に

奔
走
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
国
や
県
と
協
力
し
て
令
和
７
年
度
の

明
治
記
念
大
磯
邸
園
の
全
面
開
園
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
一
度
だ
け
で
な
く
、
何
度
も
訪
れ
た

い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
さ

ら
っ
と
見
て
帰
る
の
で
は
な
く
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
「
学
び
を
知
る
」
こ

と
の
大
切
さ
や
重
要
性
を
伝
え
ら
れ
る
施
設
運

営
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

日
本
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
歴
史
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
町
民
や
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
日
本
の

近
代
文
化
の
歴
史
に
つ
い
て
、
再
度
思
い
返
す

場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
の
様
子
を
町
公
式
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走
湘
南
・
大
磯 

邸
園
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

出
席
し
ま
し
た

111

旧大隈重信別邸
・旧古河別邸

エントランス

古河緑地

松林

庭園
庭園

バラ園

陸奥宗光別邸跡
・旧古河別邸

四阿

追加開園区域
（古河緑地）

問都市計画課　☎内線221
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安
全
は
　
心
と
時
間
の
　
ゆ
と
り
か
ら

第
59
回 
大
磯
町
交
通
安
全

町
民
総
ぐ
る
み
大
会
を
開
催

い
つ
も
見
守
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

～
地
域
の
防
犯
活
動
に
寄
与
～

　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、「
第

59
回
大
磯
町
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る

み
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼�

と
き
（
予
定
）　
11
月
19
日
（
土
）

10
時
か
ら

▼�

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室

▼
内
容

　
①�

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
表

彰

　
②
交
通
安
全
協
力
者
等
表
彰

　
③
大
会
決
議

令
和
３
年
度
大
磯
町

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
状
況
に
よ
り
、
開
催
内
容
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
町
民
課　
☎
内
線
２
３
７

　
第
53
回
地
域
安
全
県
民
の
つ
ど
い

に
お
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に

活
動
さ
れ
て
い
る
個
人
の
方
々
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
！

　
こ
れ
か
ら
の
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

□�（
公
社
）神
奈
川
県
防
犯
協
会
連
合

会
会
長
感
謝
状
受
賞（
防
犯
功
労

者
）

・�

二
宮　

強
志
さ
ん
（
大
磯
町
・
二

宮
町
防
犯
指
導
員
連
絡
協
議
会

【
国
府
新
宿
】）：
写
真
左

□�（
公
社
）神
奈
川
県
防
犯
協
会
連
合

会
会
長
・
神
奈
川
県
警
察
本
部
長

連
盟
感
謝
状
受
賞（
防
犯
功
労
者
）

・�

杉
山　
裕
さ
ん
（
大
磯
町
・
二
宮

町
防
犯
指
導
員
連
絡
協
議
会
【
茶

屋
町
】）：
写
真
右

問
町
民
課　
☎
内
線
２
３
７

　大磯町と小諸市は、島崎藤村生誕100年を契機に姉妹都市協定を結び、間もなく50年を迎えようとしています。
圏央道が湘南エリアまで開通し、グッと近くなった小諸市。
　大磯町よりも少し早く秋の訪れを感じられる小諸市の島崎藤村ゆかりの地や近現代の文化に触れてみませんか。

　小諸市は、長野県の東の玄関口にあり古くは小諸城
の城下町として栄えました。また、雄大な上信越高原
国立公園（浅間山・高峰高原）や千曲川が流れる自然
豊かで詩情あふれる高原の城下町です。
　島崎藤村が小諸にやってきたのは、明治32年のこと。
かつての恩師の木村熊二に招かれて小諸義塾に赴任し
ました。小諸で過ごした足掛け７年の間に「雲」「千
曲川スケッチ」「旧婦人」などを執筆し、大作「破戒」
を起稿しました。
　11月26日（土）には、大磯プリンスホテルを会場に
「大磯まつり」が開催されます。イベントにあわせて
小諸市から来磯するツアーも大磯らしい潤いづくり協
議会により企画されています。
　「大磯まつり」の詳細は全戸配布のチラシをご覧く
ださい。

長野県　小諸市

▶開催期間　10 月 22 日（土）～ 11 月 20 日（日）
▶と こ ろ　長野県小諸市丁 311
▶内　　容　�小諸城址懐古園は、標高 660 ｍの高原に

ある紅葉の名所です。信州のダイナミッ
クな自然の中で、色鮮やかな紅葉をお楽
しみください。

小諸城址懐古園「紅葉まつり」

姉 妹 都 市

小諸城址懐古園

　小諸市内の対象宿泊施設へ宿泊された方を対象に、
小諸市内のお土産品、飲食、りんご狩りなどの体験施
設等で交換いただけるプレゼント交換券を進呈します。
▶対象宿泊期間
　10 月１日（土）～ 11 月 30 日（水）
　※ただし、宿泊施設ごとに先着順となります。
　※詳細は、小諸市ホームページをご覧ください。

　産業観光課　☎内線３３４問

こもろで泊まろう
キャンペーン
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現
在
、
町
で
は
、
待
機
児
童
対
策

や
多
様
化
す
る
幼
児
教
育
・
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
適
切
な
対
応
を
図
る
た

め
、
町
立
大
磯
幼
稚
園
を
「
公
私
連

携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
に

移
行
す
る
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置

運
営
す
る
事
業
者
の
公
募
に
応
じ
た

５
法
人
を
、
保
護
者
や
地
域
の
代
表

者
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
構
成
さ
れ

る
「
認
定
こ
ど
も
園
設
置
運
営
事
業

者
選
定
委
員
会
」
で
審
査
し
た
結
果
、

次
の
と
お
り
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置

運
営
す
る
民
間
法
人
を
決
定
し
ま
し

た
。

【
設
置
運
営
事
業
者
】

▼�

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人　
真
澄

児
童
福
祉
会

▼
所
在
地　
藤
沢
市
片
瀬
5-

13-

15

▼
代
表
者　
理
事
長　
山
下　
隆

問
子
育
て
支
援
課　
☎
内
線
３
４
２

認
定
こ
ど
も
園
設
置
運
営

事
業
者
の
決
定

こ
ん
に
ち
は
　
歯
科
衛
生
士
で
す

　
今
回
は
妊
婦
さ
ん
の
口
腔
ケ
ア
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
妊
娠
に
気
が
つ
い
た
こ
ろ
、
お
腹

の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
お
口
で
は
乳
歯

の
基
が
作
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
乳

歯
は
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
に
い
る

間
に
、
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
ま
す
。
一

方
お
母
さ
ん
の
お
口
の
中
で
は
、
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で
歯
周
病
菌
が

増
殖
し
や
す
く
、
歯
肉
炎
や
歯
周
病

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
つ
わ
り
で
十
分
に
歯
が
磨
け

な
い
、
常
に
何
か
口
に
し
て
い
な
い

と
吐
い
て
し
ま
う
と
い
っ
た
不
調
が

増
え
、
む
し
歯
に
も
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

★
妊
娠
中
の
歯
磨
き

・�

歯
磨
き
粉
に
抵
抗
が
あ
る
場
合

は
使
わ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

ジ
ェ
ル
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
嘔
吐

反
射
が
出
に
く
い
よ
う
で
す
。

・�

歯
ブ
ラ
シ
を
舌
に
当
て
な
い
よ
う

に
す
る
と
、
気
持
ち
悪
く
な
り
に

く
い
で
す
。

・�

歯
ブ
ラ
シ
は
小
刻
み
に
動
か
し
ま

し
ょ
う
。
小
さ
め
の
歯
ブ
ラ
シ
を

使
う
と
動
か
し
や
す
い
で
す
。

★
歯
磨
き
が
つ
ら
い
場
合

・�一
日
の
う
ち
で
体
調
の
良
い
時
間�

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

磨
け
な
い
時
は
、
ブ
ク
ブ
ク
う
が

い
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

★
お
口
が
乾
い
て
不
快
な
場
合

　
妊
娠
中
は
唾
液
が
減
っ
て
お
口
の

中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
ま
す
。
お
口
の
中

で
舌
を
ぐ
る
ぐ
る
と
歯
を
な
め
る
よ

う
に
動
か
し
た
り
、
ブ
ク
ブ
ク
う
が

い
を
し
っ
か
り
す
る
と
、
サ
ラ
サ
ラ

し
た
唾
液
が
出
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

★
歯
周
病
対
策
に
効
果
的
な
道
具

　
歯
と
歯
の
間
は
そ
れ
ぞ
れ
サ
イ
ズ

が
違
い
ま
す
。
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や

糸
よ
う
じ
、
歯
間
ブ
ラ
シ
を
上
手
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

　
む
し
歯
菌
は
、
生
ま
れ
た
時
の
赤

ち
ゃ
ん
の
お
口
の
中
に
は
い
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
が
生
え
て
き
た
時
に

家
族
に
む
し
歯
が
あ
る
と
、
お
口
に

む
し
歯
菌
が
う
つ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
早
い
時
期
か
ら
む
し
歯
菌
が
お
口

に
住
み
始
め
る
と
、
む
し
歯
を
発
症

し
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
歯
が
生
え
て
く
る
前
に

家
族
全
員
が
む
し
歯
を
治
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
妊
産
婦
歯
科
健
診
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周

病
は
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
し
ま
す
。

体
調
の
良
い
時
期
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課�

☎
内
線
３
１
０

　
（
と
も
に
70
歳
の
方
は
無
料
）

　
対
象
の
方
に
は
５
月
中
に
案
内
ハ

ガ
キ
（
受
診
券
）
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

▼
受
診
方
法

　

�

協
力
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、

案
内
ハ
ガ
キ
（
受
診
券
）
を
持
参

し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
協
力
医
療
機
関

※�

町
外
（
平
塚
・
二
宮
）
に
も
協
力

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望

の
場
合
は
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課�

☎
内
線
３
１
０

　
そ
う
だ
！
歯
科
検
診
に
い
こ
う
！

　

毎
年
11
月
8
日
は
「
い
い
歯
の

日
」
で
す
。
歯
を
失
う
二
大
原
因
は
、

歯
周
病
と
む
し
歯
で
す
。
な
か
で
も

歯
周
病
は
、
糖
尿
病
と
同
じ
で
生
活

習
慣
病
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
い
つ
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
る
歯
医
者
さ
ん

を
見
つ
け
て
お
く
と
安
心
で
す
。
か

か
り
つ
け
歯
科
医
を
つ
く
り
、
定
期

的
に
歯
科
健
診
を
受
診
し
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
り
ま
し
ょ
う
！

◇�

成
人
歯
科
健
康
診
査
（
口
腔
が
ん

検
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

　
町
で
は
令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

ま
で
一
部
対
象
の
方
に
成
人
歯
科
健

康
診
査
・
口
腔
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
歯
周
病
の
早
期
発
見
の

た
め
成
人
歯
科
健
康
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間

　
６
月
１
日（
水
）～
２
月
28
日（
火
）

▼
対
象
者

　
35
・
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

　

70
歳
の
方
（
現
在
、
歯
科
治
療
中

　
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
費
用

　

�

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
み
：
５
０

０
円

　

�

成
人
歯
科
健
康
診
査
・
口
腔
が
ん

検
診
：
６
０
０
円

町内医療機関 電話番号
青い鳥歯科クリニック （74）6480
有近歯科医院 （61）6060
今井歯科医院 （61）0190
加藤歯科診療所 （61）3327
熊坂歯科医院 （61）1101
郷土歯科医院 （61）0648
こだま歯科クリニック （60）2111
小林歯科医院 （71）0573
ほうや歯科医院 （71）8110
松本歯科医院 （61）7750
簑島歯科医院　 （72）2814

11
月
８
日
は 

い
い
歯
の
日
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薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
は
、
木
質
資
源
を
燃
料
と
し
て
い

る
た
め
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で

あ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
誤
っ
た
使
用
方
法
に
よ

り
煙
や
臭
い
が
発
生
し
、
近
隣
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
適
切
な
使
用
を
す
る
と
と
も
に
、

ご
近
所
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
薪
ス
ト
ー
ブ
等
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
や
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
環
境
省
発
行
の
「
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ス
ト
ー
ブ
環
境
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は

　
燃
焼
に
よ
り
C
O
2
（
二
酸
化
炭

素
）
が
発
生
し
て
も
、
植
物
の
成
長

過
程
で
光
合
成
に
よ
り
C
O
2
を
吸

収
し
て
い
る
た
め
、
C
O
2
排
出
量

の
収
支
が
ゼ
ロ
に
な
る
状
態
を
指
し

ま
す
。

問
環
境
課　
☎
（
72
）
４
４
３
８

　
町
内
の
小
規
模
事
業
者
等
を
対
象

に
事
業
継
続
の
支
援
を
目
的
と
し
た

給
付
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
・
主
な
要
件
】

・�

令
和
３
年
12
月
１
日
以
前
に
創
業

し
て
い
る

・�

町
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
町
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る

・
事
業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る

・�

令
和
４
年
１
月
～
12
月
ま
で
の
月

の
１
か
月
の
売
上
高
が
、
平
成
31

年
１
月
～
令
和
３
年
12
月
ま
で
の

　

�

い
ず
れ
か
の
同
月
と
比
較
し
て
、
30

　

�

％
以
上
か
つ
10
万
円
以
上
減
少
し

て
い
る
ま
た
は
国
の
事
業
復
活
支

援
金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

【
給
付
額
】

　
対
象
事
業
者
に
つ
き
５
万
円

【
申
請
期
間
】
令
和
５
年
１
月
31
日

　
（
火
）
ま
で　
消
印
有
効

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

　

①
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
②
対
象

月
の
売
上
が
確
認
で
き
る
書
類
ま
た
は

国
の
事
業
復
活
支
援
金
の
交
付
決
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
③
誓

約
書
④
請
求
書
⑤
町
内
事
業
者
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
書
類
⑥
直
近
の
確
定
申

告
書
の
写
し

※�

そ
の
他
、
資
料
等
の
追
加
提
出
を

依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

本
支
援
制
度
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課　
☎
内
線
６
１
７

　
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
が
出

品
さ
れ
る
品
評
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
多
品
目
に
わ
た
る
新
鮮
な
出

品
物
を
販
売
し
ま
す
。

【
出
品
物
の
一
般
公
開
】

▼�

と
き　
11
月
18
日
（
金
）
12
時
30

分
～
14
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
国
府
支
所
２
階
会
議
室

【
出
品
物
の
販
売
】

▼
と
き　
11
月
19
日
（
土
）・
20
日

　
（
日
）
９
時
～
17
時

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

▼�

と
こ
ろ　
大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施

　
設（
O
I
S
O 

C
O
N
N
E
C
T
）

※�

車
で
来
場
さ
れ
る
方
は
大
磯
港
駐

車
場
（
有
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
産
業
観
光
課　
☎
内
線
２
６
２

　
町
で
は
、
新
庁
舎
整
備
に
向
け
た

「
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
度
、
基
本
計
画
（
案
）
の
取

り
ま
と
め
に
向
け
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Z
o
o
m
）
に
よ
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
が
な
い
方
に
は
、
本
庁
舎
４
階
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
会
場
を

用
意
し
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
12
日
（
土
）

　
①
10
時　
②
13
時
30
分

　
（
各
回
１
時
間
30
分
程
度
）

▼�

内
容　

新
庁
舎
整
備
基
本
計
画

（
案
）
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

▼�

定
員　
（
先
着
順
）
各
回
50
人
以

内
、
本
庁
舎
４
階
の
会
場
は
、
各

回
20
人
以
内

▼�

申
込
み　
参
加
希
望
の
方
は
、
11

月
８
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
の
際
に
は
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
参
加
人
数
、
参
加
希
望
回

（
①
、
②
）、
参
加
方
法
、
E
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　
☎
内
線
２
０
９

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

カーボン
　ニュートラル

●十分に乾燥したきれいな薪を使いましょう
　乾燥が不十分だと、燃やしたときに煙やにおいが発生
します。接着剤や塗料、防腐剤が使用されたものや化学
処理された木材は、悪臭や有害な化学物質が発生する恐
れがあるので、燃やしてはいけません。
●ごみは燃やさないようにしましょう
　家庭ごみや建築廃材などの廃棄物の焼却は、法律によ
り禁止されています。家庭ごみなどは、適切に分別・処
理するようにしましょう。
●定期的な掃除と点検をしましょう
　ススは溜まっていると、風に飛ばされて近隣の迷惑に
なるとともに、タールは煙道火災の原因になる恐れがあ
ります。
●火災の発生に注意しましょう
　薪ストーブなどは火を使用するため、近くに燃えやす
いものを置かないようにしましょう。万が一に備えて消
火器を用意するなど対策をすることも大切です。

■ 木質バイオマスストーブ等の使用上の注意点 ■

大
磯
小
規
模
事
業
者
エ
ー
ル
支
援
金

大
磯
町
農
産
物
品
評
会

新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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●「
ポ
イ
捨
て
」
も
不
法
投
棄
！

　
軽
い
気
持
ち
か
ら
、
空
き
缶
や
た

ば
こ
の
吸
い
殻
を
投
げ
捨
て
る
行
為

も
、
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。

　
「
大
磯
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
で
は
、
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て

お
り
、
違
反
す
る
と
罰
金
が
科
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
不
法
投
棄
は
海
洋
汚
染
に

つ
な
が
り
ま
す
！

　
町
は
、
県
の
「
か
な
が
わ
プ
ラ
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
」
に
賛
同
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
レ
ジ
袋
な
ど
の
ポ

イ
捨
て
を
し
な
い
こ
と
も
、
海
洋
汚

染
問
題
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
へ
の
対
策
と
し
て
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

問
環
境
課　
☎
（
72
）
４
４
３
８

資
源
化（
リ
サ
イ
ク
ル
）や

安
全
の
た
め
に
必
ず

分
別
を
し
て
く
だ
さ
い

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
！ 

さ
せ
な
い
！ 

ゆ
る
さ
な
い
！
」

11
月
は
不
法
投
棄
撲
滅
強
化
月
間
で
す
！

臨
時
ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
の
ご
案
内

●
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　
空
き
地
や
山
間
部
な
ど
で
は
、
電

化
製
品
な
ど
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り

に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

●
自
分
の
敷
地
に
不
法
投
棄
！

ご
み
の
処
理
は
誰
の
責
任
？

　
土
地
建
物
の
所
有
者
ま
た
は
管
理

者
は
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
ご
み
を
自
ら
の
責
任
で
処
理
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

●
不
法
投
棄
の
被
害
を
受
け
た
方
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
に
…

　
「
大
磯
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
に
よ
り
、
土
地
の
所
有
者
は
不

法
投
棄
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
土
地

の
適
正
な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
空
き
地
や
山
林
な
ど
の

所
有
者
は
、
不
法
投
棄
が
さ
れ
に
く

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
草
刈
り

や
柵
の
設
置
、
看
板
の
掲
示
等
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※�

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

目
撃
し
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
粗
大
ご
み
や
粗
大
ご
み
以
外
の
臨

時
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

持
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼�

受
付
時
間　

　

�

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）
９
時
～
11
時
30
分
、

13
時
～
16
時

　

�

土
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
９

時
～
11
時
30
分

▼�

持
込
み
に
必
要
な
物　
町
内
で
出

た
ご
み
だ
と
確
認
が
取
れ
る
書
類

（
身
分
証
明
書
等
）

▼�

手
数
料

　

�

１
１
０
円
／
10
㎏
（
一
般
家
庭
）

　
２
４
０
円
／
10
㎏
（
事
業
所
）

▼
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

・�

町
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
連
絡

で
は
、
持
ち
込
み
物
を
お
聞
き
し

ま
す
。
電
話
で
判
断
が
難
し
い
場

合
は
、
現
場
に
て
判
断
し
ま
す
。

・�
ご
み
は
分
別
品
目
ご
と
に
分
別
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
検

温
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

・�

町
で
処
分
で
き
な
い
物
は
お
引
き

取
り
で
き
ま
せ
ん
。
販
売
店
や
専

門
の
処
理
業
者
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

・�

車
両
か
ら
の
ご
み
の
積
み
下
ろ
し

は
、
ご
み
を
持
ち
込
み
さ
れ
る
方

ご
自
身
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

・�

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
料
金
確
認

に
つ
い
て
は
メ
ー
カ
ー
や
品
目
に

よ
っ
て
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　

�

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
１
２
０
（
31
）
９
６
４
０

　

https://w
w
w
.rkc.aeha.or.jp/

・�

パ
ソ
コ
ン
の
処
分
に
つ
い
て
は
町

と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
リ
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
に
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
☎
０
５
７
０
（
０
８
５
）
８
０
０

　

https://w
w
w
.renet.jp/

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

・�

家
電
４
品
目
は
、
持
込
時
に
手
数

料
は
発
生
し
ま
せ
ん
が
、
事
前
に

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
（
郵
便
局
）

と
運
搬
手
数
料
券
（
町
美
化
セ
ン

タ
ー
、
役
場
町
民
課
、
国
府
支

所
）
の
購
入
が
必
要
で
す
。

・
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
券
は
不
要
で
す
。

・�

持
込
み
の
場
合
は
、
町
指
定
袋
を

使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
72
）
４
４
３
８

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ

れ
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中

に
包
丁
が
む
き
出
し
の
ま
ま
混
入
し

て
い
ま
し
た
。

　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
資

源
は
回
収
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ

引
き
渡
す
前
に
機
械
や
手
作
業
に
よ

る
選
別
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

作
業
員
が
気
付
き
ま
し
た
が
、
大
き

な
機
械
の
故
障
や
ケ
ガ
に
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
分
別
が
さ
れ
な
い
ま
ま
出

さ
れ
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
等
か

ら
資
源
物
の
受
取
り
を
拒
否
さ
れ
る

な
ど
し
て
資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
等
を
出
す
際
は
、
必
ず
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
分
別
の
際
は
、
町
で
配
布
し
て
い

る
「
ご
み
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し

方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
72
）
４
４
３
８

包丁が２本混入
していました
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女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は

ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
ご
家
庭

で
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
火
災
等
の

事
故
を
予
防
し
、
万
が
一
発
生
し
て

し
ま
っ
た
場
合
で
も
被
害
を
最
小
限

と
す
る
た
め
、
防
火
、
防
災
等
に
関

す
る
知
識
を
学
び
、
防
火
、
防
災
意

識
の
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
で
火
災

等
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
活
動
に
ご
興
味
が
あ
る
方

は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動
内
容

〇�

火
災
予
防
の
知
識
、
初
期
消
火
方

法
等
の
習
得

〇
応
急
手
当
、
救
命
処
置
等
の
習
得

〇
火
災
予
防
の
普
及
啓
発

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と

健
康
増
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
町
は
９
月
５
日
（
月
）
に
明
治
安

田
生
命
保
険
相
互
会
社
平
塚
支
社

（
支
社
長　

山
本
恵
さ
ん
）
と
健
康

増
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
や
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、

「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
」「
が

ん
対
策
に
関
す
る
こ
と
」「
感
染
症

対
策
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
様
々
な

健
康
増
進
の
事
業
に
お
い
て
幅
広
く

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
か
ら
20
万
６
千
５
百

円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
本
町
が

実
施
す
る
健
康
づ
く
り
に
関
連
す
る

事
業
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　
☎
内
線
３
４
５

問
財
政
課　
☎
内
線
２
１
６

　
大
野
ト
シ
さ
ん
（
高
麗
）
と
飯
田

玉
惠
さ
ん
（
東
町
）
が
８
月
に
満
百

歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。

問
福
祉
課　
☎
内
線
３
１
６

百
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲大野トシさん▲飯田玉惠さん

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

２
０
２
２
年
度

　
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り火の

用
心
」

　
11
月
９
日
（
水
）
か
ら
15
日
（
火
）

ま
で
の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
季
節
を
前
に
、
火
災
予
防
へ
の

関
心
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
死
傷
者
の
数
を
減
ら
す
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
「
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
参
考
に
普
段
の
生
活
の
中
で
火
災

の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト
」

４
つ
の
習
慣

○�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

○�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

○�

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

○�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

○�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

○�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

○�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

○�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

○
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

　

�

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

☆�

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
て
も

危
険
で
す
。
10
年
を
目
安
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１
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９
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締
結
し
、

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
町
は
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５
日
（
月
）
に
明
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安
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生
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保
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相
互
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社
平
塚
支
社

（
支
社
長
　
山
本
恵
さ
ん
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と
健
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進
に
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す
る
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定
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ま
し
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町
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の
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健
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進
や
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民
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の
向
上
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し
て
、
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健
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に
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す
る
こ
と
」「
が
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対
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に
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こ
と
」「
感
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対
策
に
関
す
る
こ
と
」
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な

健
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進
の
事
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に
お
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幅
広
く
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し
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取
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で
ま
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り
ま
す
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ま
た
、
同
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か
ら
20
万
６
千
５
百

円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
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だ
い
た
ご
寄
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は
、
本
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が

実
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す
る
健
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り
に
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す
る

事
業
や
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に
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す
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う
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す
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
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２
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度

　
全
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防
火
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か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り火の

用
心
」
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９
日
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15
日
（
火
）
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の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
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さ
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ま
す
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こ
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に
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は
空
気
が
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燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
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節
を
前
に
、
火
災
予
防
へ
の

関
心
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
死
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者
の
数
を
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と
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に
、

財
産
の
損
失
を
防
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と
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目
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と

し
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。
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」

を
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に
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の
生
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の
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で
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予
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ま
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ょ
う
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住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

10
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」

４
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寝
た
ば
こ
は
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し
な
い
、
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せ

な
い
。
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ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
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え
や
す
い
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い
。
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こ
ん
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き
は
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ば
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い
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、
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。
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と
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、
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な
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に
よ
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る
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の
防
火
対
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。

☆ 

住
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用
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警
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器
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る
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部
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寿
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、
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う
。

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１
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代
理
の
方
が
来
館
し
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
後
日
、
職
員
が
自
宅
に
伺
い
ま

す
。
要
件
の
審
査
後
、
宅
配
の
可
否
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

絵
本
作
家
お
お
い
じ
ゅ
ん
こ

『
あ
り
ん
こ
ト
ロ
ッ
コ
』
パ
ネ
ル
展

　『
ぺ
ん
ち
ゃ
ん
の
か
き
ご
お
り
』
や

『
ク
ッ
キ
ー
ひ
め
』
で
知
ら
れ
て
い
る
絵

本
作
家
お
お
い
じ
ゅ
ん
こ
さ
ん
が
、
11
月

19
日
に
図
書
館
で
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
講
演
テ
ー
マ
の
絵
本
『
あ
り
ん
こ

ト
ロ
ッ
コ
』
の
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
し
ま

す
。
親
子
で
一
緒
に
絵
本
の
世
界
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
11
月
11
日
（
金
）～
19
日
（
土
）

▼�
と
こ
ろ
　
図
書
館
１
階
い
そ
ち
ゃ
ん
ひ

ろ
ば
窓

書
籍
消
毒
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
館
・
分
館
と
も
に
書
籍
消
毒
機
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
使
い
方
は
、
借
り
た
本

を
消
毒
機
の
中
に
あ
る
フ
ッ
ク
に
掛
け
、

開
始
ボ
タ
ン
を
押

す
だ
け
で
す
。
除

菌
・
消
臭
が
で
き

る
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ありんこトロッコ

おおいじゅんこ・作
アリス館

「
鉄
道
開
業
１
５
０
周
年
～
東
海
道

線
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
～
」

　
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
の
今

尾
恵
介
氏
を
講
師
に
迎
え
、
鉄
道
開
業

１
５
０
周
年
を
記
念
し
、
町
の
発
展
に
寄

与
し
た
東
海
道
線
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま

す
。

▼�

と
き
　
11
月
20
日
（
日
）
14
時
～
15
時

30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
大
会
議
室

▼�

講
師
　
今
尾
　
恵
介
氏
　
地
図
情
報
セ

ン
タ
ー
評
議
員
、
日
本
地
図
学
会
評
議

員
。
著
書
に
『
地
図
鉄
の
す
す
め
』
他

多
数

▼
定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

▼�

申
込
み
　
11
月
２
日
（
水
）
～
、
電
話

ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

図
書
館
か
ら
ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
す

「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

　
図
書
館
の
本
が
読
み
た
い
け
れ
ど
、
出

か
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
希
望
す
る

図
書
な
ど
を
自
宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
方
　
町
内
在
住
で
、

①�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

で
来
館
困
難
な
方

②�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、下
肢：

体
幹
機
能
及
び
視
覚
障
害
者
で
、
１
級

及
び
２
級
の
方
。
上
肢
：
内
部
障
害
者

で
１
級
の
方

▼�

利
用
を
は
じ
め
る
に
は
　
電
話
ま
た
は

秋
季
企
画
展
「
島
崎
藤
村
と

大
磯
を
愛
し
た
文
人
た
ち
」

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
企
画
展
を
開
催
中

で
す
。
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
、
郷
土
資

料
館
が
所
蔵
す
る
島
崎
藤
村
の
資
料
を
企

画
展
示
室
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
関
連
企
画
と
し
て
、
講
演
会
と
図
書
館

で
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

◎
講
演
会

　
晩
年
の
２
年
余
り
を
大
磯
で
過
ご
し
た

島
崎
藤
村
。
藤
村
は
ど
う
し
て
大
磯
を
選

ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
背
景
に
迫
り

ま
す
。

▼�

演
題
　
島
崎
藤
村
と
モ
ダ
ン
大
磯
町
の

１
９
４
０
年
代

▼
と
き
　
11
月
12
日
（
土
）
14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼�

講
師
　
目
野
　
由
希
氏
（
国
士
舘
大
学

教
授
）

▼
定
員
　
30
名

▼�

申
込
み
　
11
月
２
日
（
水
）
か
ら
先
着

順
。
郷
土
資
料
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

濱
谷
浩
写
真
展

　「
大
磯
を
愛
し
た
文
化
人
」

　
写
真
家
・
濱
谷
浩
が
と
ら
え
た
「
大
磯

を
愛
し
た
文
化
人
」（
三
岸
節
子
、
安
田

靫
彦
、
矢
代
幸
雄
な
ど
）
の
肖
像
を
展
示

し
ま
す
。

▼�

と
き
　
11
月
19
日
（
土
）
～
12
月
11
日

（
日
）

▼
と
こ
ろ
　
町
立
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
※
休
館
日
は
図
書
館
に
同
じ
。

旧
吉
田
茂
邸建

築
講
座
・
見
学
会

　
旧
吉
田
茂
邸
は
、
明
治
期
に
吉
田
茂
の

養
父
・
健
三
が
別
荘
を
構
え
て
以
来
、
度

重
な
る
増
改
築
を
経
て
い
ま
す
。
特
に
金

の
間
や
銀
の
間
を
代
表
す
る
新
館
の
増
築

は
、
近
代
数
寄
屋
建
築
を
確
立
し
た
吉
田

五
十
八
が
手
が
け
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
吉
田
五
十
八
の
近
代
数

寄
屋
建
築
の
特
徴
や
日
本
建
築
史
の
中
で

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
建
築
史
家
の
水

沼
淑
子
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
見
学
会
で
は
、
実
際
に
吉
田
邸
を
見

学
し
な
が
ら
、
吉
田
五
十
八
に
よ
る
建
築

の
特
徴
を
ご
説
明
し
ま
す
。

▼�

と
き
　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
13
時
30

分
～
16
時
頃

▼�

と
こ
ろ
　
県
立
大
磯
城
山
公
園
旧
吉
田

茂
邸
地
区
管
理
休
憩
棟

▼�

講
師
　〈
講
演
会
〉水
沼
　
淑
子
氏（
建

築
史
家
・
関
東
学
院
大
学
名
誉
教
授
）、

〈
見
学
会
〉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
磯
ガ
イ
ド

協
会

▼
定
員
　
30
名

▼�
参
加
費
　
６
６
０
円
（
旧
吉
田
邸
観
覧

料
及
び
ガ
イ
ド
料
）

▼�

申
込
み
　
11
月
２
日
（
水
）
か
ら
先
着

順
。
郷
土
資
料
館
窓
口
ま
た
は
電
話

（（
61
）
４
７
０
０
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

第
21
回
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
の
申
込
み
は

締
め
切
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　11／７・10・14・21・28
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　11／１・７・14・21・28
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子育て支援総合センター
からのお知らせ

問・申　受付時間 9：00〜17：00
子育て支援総合センター（めばえ）
☎（71）3377
休館日　�11/３・６・13・20・23・27

（日・祝日）

横溝千鶴子記念子育て支援総合センター（めばえ）　☎（71）3377
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

おはなしタイム 未就学児と
保護者 11/１（火） 11：00　

～11：30
おはなしボランティア「まめの木」によるおはなし会で
す。　申不要

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談

未就学児の
保護者 11/14（月） 10：45　

～11：45
お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談く
ださい。　申不要

お誕生会 未就学児と
保護者 11/21（月） 11：00　

～11：30
プレゼント：バースデーカード（お子さんの手形を押し
て）　申不要

保健師の育児相談 未就学児の
保護者 11/22（火） 10：45　

～11：45
お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談く
ださい。　申不要

子育て講座
「親子で楽しもう
� リトミック」

１歳位から
３歳位までの
乳幼児と保護者

11/29（火） 10：00　
～10：45

様々なリズムに合わせて親子で身体を動かします。いろ
いろな楽器の振動にも触れ、耳や体で音を感じましょう。
定10組　講師：槇　久美子氏・小林　晴奈氏
持バスタオル、飲み物　申11/９(水）～

パパ・ママ講座
「フラワー
� アレンジメント」

未就学児の
保護者 12/５（月） 10：00　

～11：30

クリスマスにちなんだ飾りと草花の組み合わせでオリジ
ナルリースのアレンジをお楽しみいただけます。
定６人(感染予防対策のため)
講師：和田　千代子氏（フラワーデザイナー）
費1,500円（材料費)　申11/１(火）～11（金）

石坂巻子記念子育て支援センター（すくすく）　☎（61）4150
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談 未就学児の

保護者

11/10（木） 10：00　
～11：00 お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談く

ださい。　申不要
保健師の育児相談 11/15（火） 10：45　

～11：45

お誕生会
未就学児と
保護者

11/17（木）
11：00　
～11：30

プレゼント：バースデーカード（お子さんの手形を押し
て）　申不要

おはなしタイム 11/22（火） おはなしボランティア「あおむし」によるおはなし会で
す。　申不要

※�めばえ・すくすく「つどいの広場」は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため予約優先としています。定員は午前・午
後ともに８組、付添いの保護者は原則１人です。なお、予約方法や利用状況については、各施設にお問合せください。
※定員がある講座は先着順となります。� 　申申込み　定定員　持持ち物　費費用
※新型コロナウイルス感染症等の状況により、つどいの広場及び各種講座の予定は中止・変更になる場合があります。

　11月は児童虐待防止推進月間です。残酷な虐待のニュースが報道されることも
珍しくない昨今ですが、メディアで取り上げられるような酷い行為だけが虐待では
ありません。たとえしつけのために軽く叩く行為であっても身体的虐待になります。
また、子どもの前での夫婦喧嘩は子どもの心を深く傷つける心理的虐待にあたります。
　罰を与えないと子どもは言うことを聞かない、というのは誤った考えです。でも、
うちの子何回言っても聞いてくれない…そう、子育ては簡単なことではありません
よね。
　怒ると叱るは違います。親が叩いたら子どもは叩くことを学びます。では、どう
したらいいのか。
　めばえ・すくすくではそんな悩みを持った方の相談もおこなっています。アット
ホームな広場で、子育て経験者や専門相談員がお話を聞きます。一人で悩まず、ど
うしたらいいか一緒に考えましょう。まずはお気軽に遊びに来てください。お待ち
しています。
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いつでもどこでも「広報おおいそ」
をご覧いただけます！

教育委員会定例会
　11月17日（木）９時30分～
　図書館本館大会議室

問学校教育課　☎内線341

農業委員会総会
　11月25日（金）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室

問農業委員会　☎内線358

相談の案内［11月］
相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 10日（木） 13時〜16時
（予約制１回30分以
内）

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237
※�同一案件の継続した
相談はご遠慮いただ
く場合があります。

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 17日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

10日（木）、17日（木）
10時〜正午、13時～16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月〜金　９時30分〜16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月〜金　９時30分〜19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分〜16時30分

教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談（予約制）
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日〜金曜日
９時〜正午/13時〜16時30分

教育研究所 教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
９日（水）、18日（金）、25日（金）
13時30分～16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所 保健予防課

☎（32）9546
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
15日（火）13時30分～16時30分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日〜金曜日
８時30分〜17時15分

児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065
高 齢 者 総 合 相 談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日〜土曜日
８時30分〜17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分〜
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

※�祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更になる場合があります。詳しくは電話にてお問合せください。

会議開催のお知らせ

消防情報ダイヤル ☎（61）51５1
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 0911

マイナンバーカード休日窓口を開設します　問町民課　☎内線２７２

窓　　口 日にち 時　　間

カードの申請サポート
【役場１階特設窓口】

11月６日（日）
12月３日（土） ９時～正午

13時～16時

・�初めて申請する方の申請をお手伝いします。�
（顔写真撮影・オンライン申請）
・事前予約制（平日電話受付）

カードの受取り
【役場１階町民課】

11月６日（日）
12月３日（土）

・事前予約制（電話・インターネット）
・持ち物は交付案内をご確認ください。
・電話予約は平日開庁時間のみ

　「オレンジリボン運動」とは、子ども虐待防止のシンボルマークとしてオレンジリボンを広め
ることで、子ども虐待をなくすことを呼びかける市民運動です。
　虐待かも？と思ったら１８９（いちはやく）へご相談ください（匿名可）。些細な事でも大丈夫。
子育てのお悩みいつでも相談してください。
◎児童相談所全国共通ダイヤル　☎１８９（いちはやく）� ◎大磯町児童虐待相談ホットライン　☎（７０）１０６５

問子育て支援総合センター　☎（７１）３３７７

11月は児童虐待防止推進月間 ～オレンジリボンキャンペーン

国府支所でカードの申請サポートを行います
日にち　11月８日（火）、12月７日（水）
時　間　９時〜正午　※事前予約なし
・初めて申請する方のお手伝い（顔写真撮影・オンライン申請）
・持ち物はＩＤ付き交付申請書・本人確認書類
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〇もみじのライトアップ2022
　紅葉したもみじや緑濃い竹林をライ
トアップします。夜空に浮かび、また
池に映るもみじを楽しんでいただけま
す。
時11月25日（金）～27日（日）16時30分～
20時　（荒天中止）
場旧三井別邸地区　不動池、茶室「城
山庵」、もみじの広場周辺
対象どなたでも
費無料
その他27日は和楽演奏会があります。
もみじの広場
子どもお囃子：15時30分〜16時
城山庵書院
雅楽：16時30分〜17時
箏曲：18時〜19時
（駐車場は20時30分に閉門予定です。）
問大磯城山公園管理事務所
☎（61）0355　（９時～16時）

〇【城山学習講座】バラ講座
　～冬の剪定とこれからの管理について～
時12月11日（日）13時～15時（荒天中止）
場旧吉田茂邸地区　管理休憩棟
内容旧吉田茂邸のバラ園監理に携わる
専門家を迎え、実技を交えながらバラ
の手入れの仕方を学びます。　
講師福井　英治氏（JA横浜 技術顧問）
対象どなたでも
定20人（電話申込み、先着順）
費無料
申11月22日（火）～
問・申大磯城山公園管理事務所
☎（61）0355　（９時～16時）

大磯城山公園
11・12月のイベント

時①12月１日（木）13時30分～15時30分
　②12月６日（火）13時30分～15時30分　　
　※受講はいずれか一回
場生涯学習館１階研修室
内容スマホの便利機能が知りたい、
LINEをもっと活用したいなど、スマ
ホをより上手に使いこなしたい方向け
の講座です。
講師スマホアドバイザー
対象町在住・在勤で、スマートフォン
の基本操作ができる方
定各回15人（先着順）　費無料
持筆記用具など
申11月７日（月）から。電話またはメー
ルにて、名前、電話番号を明記してお
申込みください。
その他貸出機を使っての講習になりま
す。スマホを持っていない方も参加で
きます。
問・申生涯学習課　☎内線323
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

時11月５日（土）～６日（日）11時～19時
場オンライン開催（一部、学内限定ハ
イブリッド）
内容学園祭（主な企画予定：研究発表、
ステージ発表等）
※詳細は二次元バーコードを参照して
ください。
問産業能率大学　湘南学生サービスセ
ンター　☎（92）2214

スマホ講座 中級編

産業能率大学
「第44回 瑞木祭（みずきさい）」

 講座・催し

時12月３日（土）14時30分～16時30分
場東光院（大磯1525）
演題日本仏教を形づくる異郷との習合
―日本人が持つ多文化への好奇心と柔
軟性―
講師大澤　暁空氏（東光院住職）ほか
定15人（要予約）　費1,000円（資料代）
問・申（一社）海鈴大磯
☎080（5002）1038　富山
*odckarin@mh.scn-net.jp

　便利な暮らしは快適です。でも自然
とともに謙虚に暮らした先人の知恵や
技も素敵です。民族文化映像研究所の
記録映画を鑑賞し、「豊かさ」とは何
かを探ります。
時11月27日（日）14時～17時
（受付13時45分～）
場無罣庵（大磯幼稚園前）
上映作品＜船＞「山人の丸木舟」
＜祭り・行事＞越後二十村郷・牛の角
突き」
定25人（要予約）　費１回券1,000円
問・申☎（61）6906　中村宅

　自宅でもできる運動や、脳トレ体操
で運動機能の向上と認知症予防を行い
ます。介護予防の必要性や取組みにつ
いてご紹介します。
※会場またはZoomが選べます。
時11月29日（火）、12月６日（火）、13日
（火）、20日（火）全４回
14時～15時30分
約３か月後にフォローアップ教室（２
回）を開催します。日程は参加決定後
お知らせします。
場国府支所２階第１・２会議室　
対象町在住の65歳以上の方（医師から
運動を禁止されていない方）
定15人（抽選）
申11月４日（金）～11月16日（水） 電
話またはメールでお申込みください。
メールでお申込みの場合は、名前、住
所、電話番号、会場かZoomの希望を
明記してください。
問・申福祉課　☎内線302 
*kaigo@town.oiso.kanagawa.jp

大磯コミュニティ・カレッジ

「暮らしの記憶」をみる会
＜第20期 第３回＞

介護予防教室
「ますます元気いっぱい教室」

時とき
場ところ
費費用
定定員

持持ち物
締締切り
申申込み
問問合せ

火事と救急
９月の出動状況

消防車… 24件（火災出動０、救助出動０、その他出動24）
救急車…159件（急病109、交通事故６、一般負傷34、その他10）

新型コロナウイルス感染症の影響により、
イベントなどが中止になる場合があります

• 開催については、お問合せください。
• �イベントなどに参加される際は、新型コロナウイルス感染症対策を各自で
行ってください。
• �イベントなどで行われる新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。
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気象情報
９月

最高気温 32.0度　最低気温 17.5度　平均気温 24.8度
総雨量 202.0mm

　県では高等学校を卒業していない
（中退を含む）母子・父子家庭の方また
はその子が、高等学校卒業程度認定試
験の合格をめざすための講座を受講し
た場合、受講料の一部を支給します。
※受講前に申請手続きが必要です。
問・申平塚保健福祉事務所
☎（32）0163　

　県ではひとり親家庭の方が養育費を
確実に受け取ることができるよう、養
育費の取決めに係る公正証書等の作成
費用について補助します（上限４万円）
問・申県母子家庭等就業・自立支援セ
ンター　☎0466（90）3601

 

内容災害時に備えて１人１日３ℓ×３
日分の水を備蓄しましょう。
　水道水を備蓄する際は以下の点にご
注意ください。
１．密封性が高く、清潔な容器を使用
２．容器いっぱいに水を入れて密封
３．浄水器を通した水は塩素による消
毒効果がないため使用しない
４．日の当たらない涼しい場所で保管
５．保管した水は４日（夏季）～ １０日
（冬季）程度で交換する
６．保管した水は洗濯や水やり等に用
いると便利です。飲用する際は必ず煮
沸する
問神奈川県企業庁水道部経営課　
　☎045（210）7215

高等学校卒業程度認定試験
合格支援給付金

養育費に関する公正証書等
作成支援補助金

災害時に備えた水の備蓄
（ローリングストック）について

 お 知 ら せ

　障がいのある方を対象に、生活のし
づらさなどに関する調査（全国在宅障
害児・者等実態調査）を実施します。
時12月　
対象障がい児・者及び難病等により日
常生活のしづらさが生じている方
調査方法無作為に抽出した調査地区内
の世帯に調査員が訪問調査を実施
問障害福祉センター　☎（73）4530
神奈川県障害福祉課　☎045（210）4720

内容ダムの放流情報・断水などの緊急
情報を配信しています。
　水道の使用開始・休止の申請手続き、
インターネットでの口座振替申込みな
どがトーク画面から利用可能です。
　友だち登録は二次元バーコード（下）
からご登録いただけます。詳細は県企
業庁ホームページをご覧ください。
問神奈川県企業庁企業局総務室　
　☎045（210）7025
https://www.pref.kanagawa.jp/
docs/yt7/linejyouhou.html

　10、11月は麻薬・覚醒剤・大麻乱用
防止運動期間です。
　麻薬、覚醒剤、大麻、シンナー、危
険ドラッグ等の薬物乱用は、乱用者個
人の健康上の問題だけでなく、様々な
犯罪の要因となることがあります。薬
物乱用を許さない社会環境をつくり、
根絶をめざしましょう。
問平塚保健福祉事務所
　☎（32）0130（内線241）

令和４年生活のしづらさなどに
関する調査について

神奈川県企業庁
LINE公式アカウントのご案内

麻薬・覚醒剤・大麻
乱用防止運動期間

　身近な植物を少し掘り下げて！
大磯運動公園ネイチャーガイドツアー
時11月20日（日）13時～15時
場大磯運動公園周辺丘陵地
内容大磯丘陵に自生する身近な植物の
由来、特徴を少し掘り下げて、森林イ
ンストラクターの金子正美さんと観察
しながら歩く、ネイチャーガイドツ
アー
講師金子　正美氏（NPO法人全国森林
インストラクター神奈川会）
対象中学生以上
定20人　費500円
持歩きやすい服装、履物
申11月１日（火）～19日（土）
右の二次元バーコード
から申込み
問大磯運動公園
　イベント担当
　☎080（7783）7937

時12月３日（土）
場集合：城山公園旧三井別邸地区　で
あいの広場
内容城山庵茶室でのお茶席と、晩秋の
城山公園散策がセットになったガイド
ツアーです。城山庵茶室は５人程度の
小グループに分かれて行います。なお、
公園散策は途中坂や階段があります。

集合①10時　②11時　③12時30分　
④13時30分
詳細はホームページまたはお問合わせ
ください。
費2,500円（お茶席・茶菓子・ガイド料・
保険料込み）
定40人（先着順）
申11月４日（金）〜定員になり次第終了
下記の町観光協会ホームページまたは
電話にて受付
問町観光協会　☎（61）3300
https://www.oiso-kankou.or.jp

大磯運動公園11月のイベント

湘南邸園文化祭
国宝如庵を模した城山庵でのお茶席
と晩秋の城山公園散策を愉しむ

広
告

曜
日
と
日
付
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
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時11月27日（日）９時開会
場国府小学校体育館
対象15歳以上の町在住・在勤・在学の
方で５人以上のチーム
競技方法パート別リーグ戦
申11月13日（日）までにチームで代表者
が電話またはメールにてお申込みくだ
さい。
問・申町体育協会サッカー部
☎070（5558）2117　針田
*harita@umitohikari.net

　スクエアステップを一度でも体験し
たことがある方、もう少し複雑なス
テップをやってみたい方、もちろん初
めての方もOK！やってみませんか？
時11月14日（月）、21日（月）
13時30分～15時　１回のみ参加も可
場国府支所２階第１・２会議室
定15人（先着順）
持運動ができる服装、飲み物、マスク
着用
問・申NPO法人OISO運動支援リー
ダーの会　川村　☎（72）5874

第13回 町民秋季フットサル大会

スクエアステップ　
中級コース無料体験会

人や自然とふれあいながら町内を
一緒にウォーキングしませんか。
時11月19日（土）受付8時45分
場国府小学校体育館前
対象町在住・在勤・在学、ただし小学
生以下は保護者同伴（グループで1人
いればOK）
定60人（先着順）
費高校生以上300円（保険代等）・中学
生以下無料※当日徴収
コース
国府小学校⇒生沢会館⇒Ａ鷹取神社/
Ｂ谷戸川渓流沿い林道⇒黒岩みかん農
園⇒富士見平⇒石神台⇒国府小学校　
14時30分到着予定
持動きやすい服装・飲み物・昼食
問・申11月７日（月）～18日（金）
町スポーツ推進委員協議会事務局（ス
ポーツ健康課内）
☎内線324

時12月11日（日）９時～　
場保健センター２階研修室集合（コー
ス：太平洋岸自転車道）
種目①一般男子（60歳未満）６ｋｍ、②一
般男子（60歳以上）３km、③一般女子３
ｋｍ、④中学生３ｋｍ、⑤小学生２ｋｍ
対象小学生以上で町在住・在勤・在学
の方（健康者に限る）
その他開会式、閉会式、表彰は行いま
せん。駐車場は有料です。市町村対抗
「かながわ駅伝」競走大会の選手選考
の参考資料にします。
申ハガキに氏名（ふりがな）・年齢・性
別・住所・電話番号・種目を記入して
12月７日（水）必着（中学生は学年を記
入）
〒259-0102大磯町生沢1062　
二宮　孝好　まで
問町体育協会陸上部
☎090（8316）6149　二宮（19時以降）

第７回 大磯ウォーキング大会プラス

第61回 町民ロードレース大会

内容夫・パートナーからの暴力やセク
シャルハラスメントなど、女性をめぐ
る人権問題や心配ごとについて、平日
８時30分から17時15分まで電話相談を
実施しています。
※強化週間として、相談受付時間を拡
大して実施します。
○相談受付時間
８時30分～19時（ただし土日は、10時
から17時まで）
ホットライン　☎0570（070）810
　相談は無料で、秘密は守られます。
ひとりで悩まず、お気軽に相談してく
ださい。
問町民課　☎内線237

 ス ポ ー ツ

　身体・知的・精神障がい者に社会参
加の推進を目的に次のとおり開催しま
す。
競技名①卓球（精神）②卓球・サウンド
テーブルテニス（身体・知的）③ボッ
チャ（身体）
時①令和５年１月20日（金）②令和５年
１月22日（日）③令和５年２月19日（日）
場①②③神奈川県立スポーツセンター
対象県内在住（横浜、川崎除く）の13歳
以上で、身体障害者手帳・療育手帳・
精神保健福祉手帳または自立支援医療
（精神通院）受給者証を持つ方。なお、
心臓等の内部障がいがあり、医師より
運動が認められない方は参加できませ
ん。
申込期限①②11月21日（月）③12月12日
（月）
問・申障害福祉センター　☎（73）4530

気軽にご相談ください！
11月18日（金）～24日（木）は

「女性の人権ホットライン」強化週間

第16回
神奈川県障害者スポーツ大会

防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

広告、のせませんか？



講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926　定定員　費費用　持持ち物　
講座名 日　程 時　間 備　　考
連句勉強会 11月６日（日） 10:00～正午 連句づくりを楽しもう！　５期生募集中

講師：本井　英氏（鴫立庵庵主）　定15人　費2,000円（入庵料込）

座　禅 11月19日（土） 13:30～14:30 姿勢・呼吸・心を整えます講師：豊田　素道氏（慶林寺住職）　定10人　費500円（入庵料込）

寄　席 11月26日（土） 開場　13：00
開演　13：30

「鴫立庵スペシャル」
落語：桂　三十助 　゙新内流し：鶴賀喜代寿郎　紙切り：かみきりや　
新内「吉田茂」弾き語り：鶴賀喜代寿郎　定15人　費2,000円（入庵料込）

俳句入門講座 11月27日（日） 10:00～12:30
俳句を詠めるって素晴らしい！
講師：本井　英氏（鴫立庵庵主）　定15人　費2,000円（入庵料込）　
※12月にも開催予定

伝　筆 11月27日（日） 10:30～正午
温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講師：認定講師 わでん伝筆マスター 宮前　礼子氏　
対象：中学生以上　定10人　費3,850円（材料費・入庵料込）

花の会 11月30日（水） 14:00～16:00
クリスマスプレゼントにもなるお洒落なボックスアレンジ　
講師：府川　葉月氏　定15人　費2,500円（入庵料込）　
持はさみ、タオル、持ち帰り袋　

絨毯展示販売 11月30日（水）〜
1２月４日（日） 10:00～16:00

遊牧民のキリム＆部族絨毯展示
費入庵料

茶と遊ぶ 12月３日（土） 10:00～正午 みちかぜ茶会〜誰でも気軽にお越しいただけるお茶会〜
講師：髙野　幸代氏　定10人　費2,000円（お茶菓子付き・入庵料込）

鴫立庵だより
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評
）

　

季
節
の
言
葉
は
「
冬
の
朝
」。
学
校
に

行
く
、
同
じ
時
間
な
の
に
、
入
学
し
た

「
春
」、
学
校
に
な
れ
て
き
た
「
夏
」、
親

友
が
で
き
た「
秋
」。
そ
し
て
寒
く
て「
フ

ト
ン
」
を
出
る
の
も
つ
ら
い
「
冬
」
と
、

み
ん
な
違
い
ま
す
。
そ
し
て
「
部
活
」
に

よ
っ
て
は
、
朝
、
授
業
の
始
ま
る
前
に
、

皆
で
集
ま
っ
て
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
「
朝
練
」。
夏
や
秋
の
「
朝

練
」
は
「
早
起
き
」
さ
え
す
れ
ば
何
で
も

な
い
の
で
す
が
、「
冬
の
朝
練
」は「
寒
さ
」

が
難
敵
で
す
。「
朝
練
」
な
ん
て
無
け
れ

ば
良
い
の
に
と
毎
朝
思
い
ま
す
。
で
も
あ

る
時
、「
お
お
」
と
「
朝
練
」
を
楽
し
く

思
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

（
評
）

　
ト
ン
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一
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線
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で
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に
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昏
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っ
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（
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）
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句
ま
で
（
未
発
表
の
作
品
に

限
る
）　

【
部
門�

】一般
の
部
、
小
学
生
の
部
、
中
学

生
の
部
、
高
校
生
の
部

■
献
詠
短
歌

【
題
】�

自
由
二
首
ま
で
（
未
発
表
の
作
品
に

限
る
）

【
部
門�

】
一
般
の
部
、
小
・
中
学
生
の
部
、

高
校
生
の
部

■
献
詠
俳
句
・
短
歌
共
通

【
募
集�

期
間
】
10
月
１
日
（
土
）
か
ら
12

月
18
日
（
日
）
ま
で
（
必
着
）

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に

楷
書
で
作
品
（
カ
ナ
）、
住
所
、
氏
名
ま

た
は
雅
号
（
ふ
り
が
な
付
記
）、
電
話
番

号
を
必
ず
記
入
の
こ
と
。

　

電
子
投
稿　

鴫
立
庵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集
ペ
ー
ジ
」

よ
り

■
応
募
先

　
〒
２
５
５-

０
０
０
３

　
大
磯
町
大
磯
１
２
８
９

　
鴫
立
庵
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集
係

赤
ト
ン
ボ 

何
か
を
避
け
る 

よ
う
に
飛
ぶ 

影
の
ゆ
ら
め
く 

黄
昏
の
道

岐
阜
県
立
飛
騨
神
岡
高
等
学
校
　井
上 

実
咲

朝
練
が 

楽
し
く
な
っ
た 

冬
の
朝

大
磯
町
立
国
府
中
学
校
　飯
島 

辰
徳

上）鴫立庵外観
下）花の会

問産業観光課　☎内線334

曜
日
と
日
付
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
常
、
場
・
集
合
と
い
う
表
記
は
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま

で
良
い
で
し
ょ
う
か
？

◆ 

今
月
の
俳
句 
◆

◇ 

今
月
の
短
歌 

◇

第
六
十
六
回大

磯
西
行
祭 

募
集
要
項

鴫立庵大使「えんいくん」
※俗名は佐藤義清（のりきよ）。
　出家して法号は円位、後に西行。

　
鴫
立
庵
と
は
、
江
戸
時
代

か
ら
続
く
俳
諧
道
場
で
ご
ざ

る
。

　
初
代
庵
主
大
淀
三
千
風
が

開
き
、
現
在
で
は
京
都
の
落

柿
舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並

び
日
本
三
大
俳
諧
道
場
と
呼

ば
れ
て
い
る
で
ご
ざ
る
よ
。
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11月
号

大
磯

町
役

場
発

行
政

策
課

編
集

〒
255-8555

神
奈

川
県

中
郡

大
磯

町
東

小
磯

183番
地

☎
0463-61-4100

FAX0463-61-1991
http://w

w
w

.tow
n.oiso.kanagaw

a.jp/ 町の人口と世帯
10月１日現在

人口 31,353（−54） 男 15,255（−32） 女 16,098（−22）
世帯 12,880（−27）　（　）は前月比

①ススキ
� （9/28　生沢　杉崎さん撮影）
②彼岸花に遊ぶキアゲハ蝶
� （9/29　国府新宿　高田さん撮影）
③大磯チャレンジフェスタ
� （10/2　運動公園　上田さん撮影）
④湘南の米はるみ
� （10/4　馬場地区　伊福さん撮影）
⑤サーファーとハンターズムーン
� （10/10　北浜海岸　木原さん撮影） ①

⑤
③

②

④

問スポーツ健康課 ☎内線319

作 り 方
① �ザルにキッチンペーパーを敷いてその上にヨー
グルトを入れ、冷蔵庫で一晩水切りする。

② �かぼちゃは皮をむいて薄く切り、平皿に並べ
ラップをかけて電子レンジ600Wで２～３分加
熱し、マッシュする。

③ �バナナは５㎜の輪切り、黒豆は半分に切る。
④ �コップなどの容器にコーンフレーク、①～③を
盛り付ける。

材 料（２人分）

かぼちゃ� 40ｇ　
※�甘くない場合は砂糖を２ｇ加える
バナナ� １本　
黒豆の煮豆� 20ｇ　
コーンフレーク� 10ｇ　
水切りヨーグルト� 60ｇ　

ベジタブルパフェ
素材の味を生かしたおやつです。

みんなでつくろう！
親子で作れる簡単レシピ♪

お す す め ア レ ン ジ レ シ ピ
透明な容器だと見た目がかわいいです♪

問政策課 ☎内線207
koho@town.oiso.kanagawa.jp

わが家のアイドル

　このコーナーに登場してくれる
お子さんを募集しています！
【対象】１〜３歳児
①お子さんのお名前
②生年月日　③住所
④電話番号　⑤保護者の方のお名前
⑥続柄（長男・長女など）
⑦コメント（50文字以内）
をご記入のうえ、写真の画像をお送りください。

川か
わ

本も
と

千ち

結ゆ

ち
ゃ
ん
（
２
歳
５
ヶ
月
）

ア
イ
ス
大
好
き
、
走
る
の
大
好
き
、

�

わ
が
家
の
お
て
ん
ば
娘
♡
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見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。




